
 様 式 Ｃ－３７【記入例】 

○○年○○月○○日 

 

令和元年度科学研究費助成事業（科学研究費補助金）（奨励研究） 

による研究成果発表報告書 

 

   フリガナ 

１．研究代表者氏名（(a)所属研究機関・部局・職／(b)勤務先名称・職業） ：  

                  ガクシン イチロウ 

                    学振 一郎      （ 学振高等学校・教員   ） 

                   

２．研 究 課 題 名       （課題番号） ：  ○○○に関する研究  （  １９Ｈ９８７６５   ） 

 

３．研究発表 

 〔雑誌論文〕 計（ 1 ）件  うち査読付論文 計（ 1 ）件 

著 者 名 論  文  標  題 

学振 一郎 ○○○についての再考察 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁 

○△○△教育法３０ 有 第３巻 ２ ０ ２ ０ 52-65 

掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子） 

13.634.0001/KLCP21/ja274:651 

 

 〔学会発表〕 計（ 0 ）件 うち招待講演 計（ 0  ）件 

発 表 者 名 発  表  標  題 

  

学  会  等  名 発表年月日 発 表 場 所 

   

 

 〔図 書〕 計（ 0 ）件 

著 者 名 出 版 社 

  

書  名 発 行 年 総ページ数 

      

 

 ４．研究成果による産業財産権の出願・取得状況 

  〔出 願〕 計（ 0 ）件 

産業財産権の名称 発明者名 権利者名 産業財産権の種類、番号 出願年月日 国内・外国の別 
      

    

〔取 得〕 計（ 0 ）件 

産業財産権の名称 発明者名 権利者名 産業財産権の種類、番号 取得年月日 国内・外国の別 
      

 

機 関 番 号 

（該当者のみ） 

      
      
     

※この様式は、様式Ｃ－３３「実績報告書（研究実績報告書）」を提出した後に、

科学研究費助成事業による研究成果が図書・雑誌等に掲載されたとき及び研究実

績報告書（様式Ｃ－３３）で報告された出願中の産業財産権(特許・実用新案権・

意匠権)が成立した場合(新たに出願した場合を含む。)に研究代表者が作成し、（

所属研究機関に補助金の管理を委任した場合は、当該研究機関を経由して）速や

かに提出すること。 

 

 


